






セルフメディケーション推進協議会会報

OTC 医薬品の供給、適
正な受診勧奨や健康アド
バイスを行う大切さを強
調された。本シンポジウ
ムの内容を、セルフメ
ディケーションの実践に

応用することが薬剤師の腕の見せ所と確信する。
ポスター発表

　13日午後にポスター示説が行われた。発表内容は①
OTC医薬品関連（13題）、②食品・栄養関連（ 6題）、
③健康管理関連（ 3題）、④教育関連（ 5題）、⑤セル
フメディケーションの実践（ 1題）、⑥その他（10題）
と多岐にわり、活発な議論が行われた。

SMAC賞：�龍野明子氏らによる「血糖値を上昇させ
ないチョコレートケーキの開発」

区民講座「食べて実感！タニタ式健康のひみつ」

　学会 2日目のお昼には港区民を主たる対象とした区
民講座「食べて実感！タニタ式健康のひみつ」（（㈱タ
ニタ協賛）が行われた。参加者は140名余で、 4 段重
ねのランチボックス（写真）
に舌づつみをうちながら、㈱
タニタヘルスリンクの龍口知
子管理栄養士の歯切れの良
い、明快な話に耳を傾けた。

第19回理事会報告

日時：平成25年 1 月28日／場所：商工会館（東京）
　池田義雄会長の挨拶に続き、村田専務理事から、本
会概要の報告及び活動計画の提案が行われた（主な内
容：①組織体制の強化に向けての提案、②資金調達に
向けての条件整備の強化への方策、③一般国民に対す
る「健康教育」の実践に関する提案、④会員の学術活
動、⑤行政、関連団体への提言など）。
　次いで桑江理事より会計状況の説明があり、 NPO
専用会計ソフトを導入し実施していることが報告され
た。認定 NPO の運営について、佐藤理事より、国税
庁発行の資料に沿って説明があり、今後詳細に検討す
ることとした。
　村田理事から提案された、”一般国民に対する「健
康教育」の実践”に関しては、実現の可能性などにつ
いて意見が出され、今後情報収集と関係機関への働き
かけを行いながら検討していくこととなった。
　さらに日本セルフメディケーション学会について大
嶋理事より今回の報告と、次回大会の説明および学会
マニュアルの作成と組織化について提案が成された
　地域活動について安田会長補佐より「第31回みなと
区民まつり」、棚橋理事より「くらしフェスタ東京
2012」の報告がなされ、いずれも本年度も参加する方
向で準備することとなった。

　連絡事項：掲載中のホームページ連載「やってみよ
う健康運動」は 3月をもって終了とし、新たに理事の
リレー方式で「わたしから見たセルフメディケーショ
ン」を連載するとした。第 1回は江戸理事。

今後の活動予定

■ ifiaJAPAN2013/HFEJAPAN2013（東京）

日時：平成25年 5 月15日（水）～ 5月17日（金）
場所：東京ビックサイト
■第11回日本セルフメディケーション学会（東京）

日時：平成25年10月 5 日（土）～10月 6 日（日）
場所：城西国際大学薬学部　（紀尾井町キャンパス）
■第32回みなと区民まつり（東京）

日時：平成25年10月12日（土）～10月13日（日）
場所：港区芝公園一帯
■東京都消費月間交流フェスタ（東京）

日時：平成25年10月25日（金）～10月26日（土）
場所：新宿駅西口イベントコーナー

事務局だより

　SMAC のホームページが 4 月 1 日よりリニューア
ルされ、理事による新しい連載もスタートしました。
ぜひご覧ください。セルフメディケーション・ネット
www.self-medication.ne.jp

タニタ食堂特製のランチボックス
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